
藤田 壮 さん

Tsuyoshi FUJITA

2007.6.1

社外アドバイザー

工学博士

独立行政法人国立環境研究所 アジア自然共生研究グループ環境技術評価システム研究室長

東洋大学大学院工学研究科環境・デザイン専攻 教授 地域産業共生研究センター長

1984年3月 東京大学 工学部 都市工学科卒業

1984年4月 大成建設（株） 入社 都市開発計画等を担当

1991年5月 米国ペンシルバニア大学 大学院 都市地域計画専攻

都市計画修士課程(Master of City Planning；MCP)修了

1997年7月 博士（工学）取得（東京大学）

http://kankyo.eng.toyo.ac.jp/~fujita/blog/archives/cat_1profile.html

川崎市で環境資源・エネルギー循環についての研究を進めていく中で、長期的なビジョン

を持ちながら具体的な行動を多彩に設計して実践する中丸代表と出会う機会を得ました。

いろいろな場でお話をするとその構想力と行動力にいつも感心しています。連携によってさ

まざまな地域の課題を「チャンス」に変える「ReCoP」の実践を大いに期待しています。
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藤田先生が開発されている「臨海部資源循環支援システム」の実用化に向けて、特定非

営利活動法人産業・環境創造リエゾンセンターの資源循環ワーキンググループの一員とし

てお手伝いさせていただいたのをご縁に、いろいろな面でお付き合いさせていただいていま

す。東洋大学の藤田研究室と横浜市大での私の講座の受講生達との、年１回の合同ゼミ

を通じた異文化交流の取り組みもそのひとつです 。

環境問題への取り組みに関して、藤田先生は日本を代表して国際的交流に尽力されてお

り、私は門外漢ながら、今後も藤田先生のご指導、ご支援の下、環境問題の解決に向けて

努めていきたいと考えています。 （中丸）

＜インスピレーションワード＞ 飛翔
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レコップに向けて一言

レコップから一言

※注：この熟語は、掲載させていただいた方の、社会的・個
人的特長を表すものではなく、あくまでも、レコップ中丸正個
人が感じた印象であることをお断りしておきます。
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